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大船渡港における海上貨物取扱量とクルーズ船寄港の現状について 

１ 海上貨物取扱量等 

 ⑴ 海上貨物取扱量（バルク貨物を含む） 

・バルク貨物（石炭、コークス、原木等の包装されない状態で輸送される「ばら貨物」）を含めた令和

６年の海上貨物取扱量は約 262 万トン（前年比 100.6％）で、岩手県内の４つの重要港湾の貨物量の

約 59％を占め、県内最大の取扱量を誇る拠点港となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ コンテナ貨物取扱量 

・令和７年の取扱量（速報値）は、過去最高となった昨年を上回る 7,524TEU（前年比 132.6％）とな

っており、そのうち実入りの取扱量は 4,828TEU（前年比 128.3％）となっている。 

・輸移出入別の取扱量は、輸入 2,731TEU（前年比 127.1％）、輸出 2,324TEU（前年比 102.4％）、移入

1,221TEU（前年比 185.0％）、移出 1,248TEU（前年比 209.0％）となっている。 
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２ クルーズ船の寄港状況等 

⑴ 令和７年度 

寄港数は２隻（4/26 三井オーシャンフジ、9/28 にっぽん丸、8/3 飛鳥Ⅲは中止）で、前年度と同数。 

 ⑵ 令和８年度 

寄港予定数は初寄港の飛鳥Ⅲや三井オーシャンサクラなど延べ５隻。 

船名 入出港日 クルーズ概要 

飛鳥Ⅲ【１回目】 ４/22(水)８:00 入港、17:00 出港 
「春の大船渡・青森クルーズ」 
４/20～４/25 横浜港発着 

飛鳥Ⅲ【２回目】 ９/29(火)８:00 入港、18:00 出港 
「秋の北海道・みちのくクルーズ」 

９/23～10/１ 神戸港発着 

飛鳥Ⅱ【24 回目】 
10/27(火)10:00 入港 
10/28(水)９:00 出港 

「秋の日本一周クルーズ」 
10/17～10/29 横浜港発着 

飛鳥Ⅱ【25 回目】 11/７(土)９:00 入港、16:00 出港 
「燦きくる～ず 飛鳥Ⅱで航く 
きらめきの日本一周クルーズ」 
11/３～11/11 博多港発着 

三井オーシャンサクラ 
【１回目】 

11/30(月)9:00 入港、17:00 出港 
「大船渡・松島クルーズ」 
11/28～12/２ 横浜港発着 

 


